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｜。学ぶ意欲をもち、知性と良ｌｌ哉の
あふれる村をつくり ます。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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本
州
の
て
っ
べ
ん
か
≒

新

鮮
氷
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま
す
。

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

の
今
年
度
第
二
回
目
と
な
る
発

送
式
万
、
九
月
二
十
四
日
回
ア

ル

ザ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
送
式
口
は
、
村
内
の
各
団

体
か
う
約
百
人
が
参
加
。
午
夕

刀
カ
リ
、
と
ろ
ろ
昆
布
、
ま
す

子
、
イ
カ
し
お
か
≒

う
ど
の

は
り
は
り
洒
、
あ
じ
の
煮
干
し
、

ひ
ば
の
小
物
入
行
、
乾
燥
し
い

た
け
な
ど
、
九
品
目
万
パ
ッ

プ

上
ン
回
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

郵
便
局
の
匸
フ
ッ
ク
ロ
積
み

込
衣
行
訖
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

ふ
る
さ
と
パ
ッ
プ
上
ン
は
、
几

海
道
か
う
九
州
ま
で
、
全
国
の

含

宍
四
〇
几
名
口
向
け
て
送
り

出
さ
れ
ま
し
た
。

▲

主

な

内

容

▼

２
～
３

平

成
三

年
度
決
算

村

の
家

計
簿

を
公

表

４

～
５

む
ら
の
話
題

６

～
９

お
し

ら
せ

１０

～
１１

教
育
だ

よ
り

１２
～
１３

保
健
婦

だ
よ
り

１４

～
１５

国

保
の
し

お
り

出

稼

ぎ
現
地

の
み
な

さ
ん

１６

～
１７

交
母
だ

よ
り

１８
～
１９

税
務

だ
よ
り

年
金

だ
よ
り

２０

戸

籍
の
窓

口



２９１７，３６６万。 つヵヽいａ，ち

平成
３年度 村の冢計簿を公表

むらおこし事業特別会計

歳入 １９，３５９
歳出 １５，２８７
主 な 事 業 （単位：千円）

○磯谷地区健康広場整備事業……………………………１６，２５３

０ 保育所送迎バス購入……………………………………４，７２８

０ごみ焼却場改修事業……………………………………３，２０３

０森林体験科学館整備事業………………………………９６，８３３

０小規模治山事業…………………………………………３，０００

０並型魚礁設置事業………………………………………８，１３３

０ 水産物加工処理場整備事業……………………………３０，２２２

０流通等改善施設整備事業（補助金）…………………１５，２１２

０増養殖場造成改良事業（補助金）……………………８，９４６

０長後漁港改修事業……………………………………１００，０００

０福浦漁港関連道整備事業………………………………７２，０００

０原田漁港局部改良事業…………………………………４０，０００

０漁港負担金………………………………………………３６，４６０

０地先型増殖場造成事業負担金…………………………１７，０４５

０ 願掛園地整備事業……………………………………１０７、４４５

０ 牛滝・福浦公衆便所整備事業…………………………３１，７１５

０ 誘致企業用地造成事業…………………………………１４，６８９

０ 古佐井奥薬研線整備事業………………………………３２，０００

０ 糠森２号線改良事業……………………………………５，２５１

０ 県道整備負担金…………………………………………１６，４５０

０ 急傾斜地対策事業負担金………………………………３，４００

０ 防火水槽整備事業（２基）……………………………８，６８２

０ 教員住宅整備事業（２棟）……………………………１７，１６１

０ 佐井中学校グランド整備事業…………………………７９，７４９

０ 道路災害復旧事業………………………………………５，３５４

０ 河川災害復旧事業………………………………………６２，４１３

平
成
三
年
度
の
決
算
が

九
月
定
例
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
納
め
た
税
金
や
国

か
ら
の
交
付
金
な

ど
が
ど
の
く
ら

い
入
り
ど
の

よ
う
に
使

わ
れ
て

い
ゐ



かお
知
ら
せ
し

ま
す
。

一
総

括
】

三
年
度
の
決
算

は
、
歳
入
（
村
に
入

つ
た
お
金
）
の
総
額
で

三
〇
億
弌

○
七
六
万
円
、

歳
出
（
村
が
使
っ
た
お
言

の
総
額
は
、
二
九
億
七
、

三
六
六
万
円
で
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
く
と
五
、

七
一
〇
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
年
度
と
比
べ

る
と
歳
入
総
額
で
三

億

一
、
〇
三
七
万
円
の
増
、

伸
幸
一

丁

四
％
増
、
歳

出
総
額
で
三
億
一
、
九
四

二
万
円
の
増
、
伸
率
コ
一

・
〇
％
増
と
な
り
、
歳
入

歳
出
と
も
前
年
度
を
上
回

り
ま
し
た
。
こ
の
増
と
な

っ
た
要
因
は
、
歳
入
面
で

は
、
国
、
県
支
出
金
や
村

債
が
願
掛
園
地
整
備
事
業
や
漁

港
関
係
事
業
等
の
増
に
よ
り
ま

す
。
歳
出
面
で
も
、
願
掛
園
地

整
備
事
業
や
漁
港
関
係
事
業
等

普
通
建

設
事
業

費
の
増
に

．
よ

り

ま

す

。

一
歳

入

〕

歳
入
に
占
め
る
主

な
内
容
は
地
方
交
付
税

が
一
六
億
三
、
ニ

ー
四
万

円
で
歳
入
総
額
の
五
三
・
八

．
％
を
占
め
、
次
い
で
村
債
三
億

三
、
九
二
〇
万
円
一

∵

二
％

で
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
民

税
や
固
定
資
産
税
等
の
村
税
は
。

一
億
六
、
八
六
四
万
円
五
・
六

％
で
し
か
。
ま
た
、
村
税

や
財

産
収
入
等
の
自
主
財
源

は
、
財

政
調
整
基
金
等

の
積
立
金
か
ら

の
繰
入
も
含
め
一
七
・
五
％
で

村
の
台
所
の
大
部
分
は
地
方
交

付
税
や
村
債
、
国
・
県
支
出
金

な
ど
の
依
存
財
源
の
八
二
・
五

％
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
歳
出
〕

歳
出
の
主
な
内
訳
は
、
農
林

水
産
業
費
が
五
億
六
、
一
九
四

万
円
一
八
・
九
％
、
次
い
で
総

務
費
四
億
五
、
二
六
五
万
円
一

五
・
二
％
、
公
債
費
四
億
四
、

二
〇
五
万
円
一
四
・
九
％
の
順

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
伸
率

で
は
災
害
復
旧
費
が
七
、
一
五

〇
万
円
で
一
三

丁

八
％
増
と

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

村民１人当り８２０，９９９円使われ訓

（目的別歳出の内訳）

総 務 費
１２４，９７２円

民 生 費
４２，４５４円

衛 生 費
４３，９２５円

農林水産業費
１５５，１４６円

土 木 費

２８，０７８円

消 防 費

３５，２７５円

教 育 費
７８，０２６円

公 債 費

１２２，０４５円

議 会 費

労 慟 費

商 工 費

諸 支 出 金

そ の 他

１９１，０７８円



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

１

で

″
リ
四
ｍ

″
教
｀
言
』試
食
会
を
開
催

佐
井
村
農
産
物
の
特
産
品
と

し
て
、
ば
れ
い
し
よ
「
キ
タ
ア

カ
リ
」
が
、
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

開
発
し
て
、
い
よ
い
よ
今
年
度

か
ら
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

作
付
面
積
は
約
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
販
売
数
量
が
三
ト
ン
。

現
在
三
キ
ロ
入
一
箱
が
Ｉ
、
〇

三
〇
円
で
、
ア
ル
ザ
ス
内
の
ス

ー
バ
ニ
ア

ー（

ウ
ス
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

九
月
十
一
囗
、
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
作
付
農
家
の
み
な
さ

ん
が
集
い
、
キ
タ
ア
カ
リ
の
料

理
教
室
と
試
食
会

が
開
催

さ
れ

ま
し
た
。

指
導
に
は
、
む
つ
地
区
農
業

改
良
普
及
所
の
職
員
が
あ
た
り
、

七
品
目
が
調
理
さ
れ
ま
し
た
。

ど
れ
も
素
晴
し
い
で
き
ぐ
あ
い

に
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
満

足
し
て
舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

今
後
は
、
作
付
面
積
の
拡
大

と
良
質
の
キ
タ
ア
カ
リ
づ
く
り

を
推
進
し
て
栽
培
普
及
に
努
め
、

産
業
フ
ェ
ア
や
食
談
義
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
料
理
を
出
品
し

な
が
ら
、
消
費
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
牛
肉
に
舌
つ
づ
み

九
月
六
日
、
原
田
第
一
牧
場

を
会
場
に
、
第
六
回
「
原
田
牛

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
り
、

お
い
し
い
牛
肉
に
舌
つ
づ
み
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

津
軽
海
峡
を
望
む
原
田
牧
場

で
は
、
緑
の
牧
草
の
上
で
鉄
板

を
囲
み
な
が
ら
焼
肉
を
食
べ
、

コ
ッ
プ
を
傾
け
る
家
族
連
れ
や

職
場
の
仲
間
た
ち
の
姿
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
の
民
謡
シ
ョ
ー
を
見
な
が

ら
、
黒
毛
和
種
の
牛
肉
を
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

週
休
二
日
制
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

１０月１７日 の 第３ 土 曜日 から

役場は毎週土曜日が休みとなります

働
く
人
た
ち
の
福
祉
向
上
を
図
り
、
豊
か
で
健
康
的
な
生
活
を
実

現
す
る
な
ど
の
目
的
で
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。国
や
県
の
機
関
で
は
、
す
で
に
毎
週
土
曜
日
が
休
日
と
な
る
完
全

週
休
二
日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
か
ら
、

地
域
全
体
が
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
る
に
は
、
官
公
庁
や
金
融
機

関
な
ど
の
先
導
的
役
割
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
当
村
で
も
、
九
月
定

例
議
会
に
お
い
て
関
連
す
る
条
例
等
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
県
内
他



ま
た
、
草
原
で
は
原
田
牛
の

体
重
あ
て
ク
イ
ズ
や
も
ち
つ
き

大
会
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
や

牧
草
積
み
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
り
、
牧
場
い
っ
ぱ
い
に

歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

第３４回

北
海
道
・
東
北
民
俗
芸
能
大
会
に

「
福

浦

の

歌

舞

伎

」
が

出

演

九
月
十
三
日
、
弘
前
市
民
会

館
を
会
場
に
、
第
三
十
四
回
北

海
道
・
東
北
民
俗
芸
能
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
青
森
県
を
代
表

し
て
「
福
浦
の
歌
舞
伎
」
が
出

演
し
、
盾
ご
臣
蔵
第
五
段
日
ご

を
披
露
し
ま
し
た
。

山
形
県
を
代
表
し
た
酒
田
市

黒
森
日
枝
神
社
に
二
六
〇
年
間

伝
わ
る
「
黒
森
歌
舞
伎
」
と
は

異
な
る
（
中
央
歌
舞
伎
風
）
、

ロ
ー
カ
ル
的
な
面
白
み
を
含
ん

だ
セ
リ
フ
や
演
技
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

市
町
村
な
ど
と
同
じ
く
、
十
月
十
七
日
の
第
三
土
曜
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
を
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
印
鑑
証
明
、
納
税

証
明
、
資
産
証
明
な
ど
各
種
証
明
書
類
の
交
付
や
出
納
業
務
も
休
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
以
外
の
日
に
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

土
曜
閉
庁
の
実
施
に
あ
た
り
、
村
民
生
活
に
密
着
し
た
業
務
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
休
ま
ず
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
保
育
所
、
診
療
所
、
消
防
分
署
、
出
生
届
・
婚
姻
届
・
死
亡
届
の

受
付
・
火
埋
葬
許
可
書
の
発
行

◇

◇

◇

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
、
十
月
十
七
日
の
第
三
土
曜
日
か
ら
毎
週

土
曜
日
を
閉
庁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
週
休
二
日
制
に
関
す
る
問
い
合
せ
は
「
役
場
総
務
課
」
ま
で
。

ハンディに負けず精一杯頑張ｌ

第３０回青森県身体 障害 者 ス

ポーツ大会が、９月６日、青森
市の県総合運動公園で開催され、

佐井村からは選手２名が参加し

て熱戦が繰り広げられました。

この日は、青空が広がる絶好

のスポーツ日和に恵まれ、女子

やり投げに出場した能登勢子さ

んが第２位、女子ソフトボール

投げに出場した田名部まさ子さ

んが第４位と健闘。

ハンディに負けず精一杯頑張

る選手たちに、一緒に応援にか

けっけた村身障福祉協議会の方

々や観客から大きな拍手が送ら

れていました。

高 齢者 生活福 祉セン タ ー

起 工式 が行 われる

８月２１日、佐井村高齢者生活福
祉センターの起工式が建設現場で
行われ、村長をはじめ、工事関係
者が出席して玉串を捧げ、工事の
安全を祈願しました。
高齢者生活福祉センターは、鉄
筋コンクリート平屋建で、延べ床
面積が１，６６８ｍ２０デイサービス部
門や居住部門、交流部門などそれ
ぞれに特徴のある部屋を備えてい
ます。また、診療所と接続するこ
とによって、佐井村の高齢者福祉
の拠点となるもので、平成５年３
月の完成に向け、現在工事が進め
られています。

ゴミのポイ捨ては

やめましょう
青
空
子

ど
も
会
と
日
の
出
子

ど
も
会
で
は
、
活
動
の
一
環
と

し
て
、
夏
休
み
中
に
道
路
や
い

つ
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る

寺
の
境
内

の
ま
わ
り
の
清
掃
を

行

い
ま
し
た
。

夏
の
観
光
シ
し
ス
ン
中
に
、

あ
ち
こ
ち
に
捨
て
ら
れ
た
空
力

ン
や
お
菓
子
の
袋
な
ど
ゴ
ミ
の

多
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
ゴ
ミ

袋
い
っ
ぱ
い
に
拾
い
集
め
、
す

っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

第４１回青森県青年大会

９月５日と６日の両日、蓬
田村・蟹田町・平館村・今別
町・三厩村の二町三ヶ村を会
場に第４１回青森県青年大会が
開催されました。佐井村から
は女子バレーボール（９人制）
と陸上競技に参加しました。
結果は次のとおりです。
麗女子バレーボール
三戸町２－Ｏ佐井村
■陸上競技
○男子走り高跳び
１位 長島 幸雄
○男子砲丸投げ
３位 小笠原 昭彦
○男子走り幅跳び
５位 田沢 亮一
○女子走り幅跳び
２位 金丸 めぐみ

好 評 で す ／

むら お こし 商 品 －⑧

「ラブリーさい」販売事業協議会

Ｉ ひばシャンプー・リンス

［１本２８０ｍ£入］

小売価格 各１，０００円

・青森ひばから抽出した、

天然成分のひば油が含有さ

れています。

・ヒノキチオールには、防

カビ、防腐、皮膚 の活性化、

精神の緩和作用の、すぐれ

た効果が認められています。



＼平 成 ３ 年 度 にお け る

佐 井村 へ の 配 分 金の 内 訳

・年末 見舞金（一人暮 し老 人，

精薄者） ……… ……１２３，０００円

・老人福祉 活動 費 （老 人 クラ

ブ ，給 食サ ービ ス等 ）

………… ……１４０，０００円

・障害者福 祉活動費 （身障福

祉 協議 会補助） ………１０，０００円

・ ボラ ンテ ィア活動 推進

…………………１〔〕，０００円

・ 母子 会，手 をつ なぐ親の会

補助…… ………………２０，０００円

・ ボラ ンテ ィア スクール，福

祉 講座等… …………１６０，０００円

・ 社会福祉協 議会広報

…… ……………１０，０００円

・心 配ご と相 談事業 ２８，５９３円

縢 合計 ５０１，５９３円

蕎

萎

噐

に
ご
Ｉ
』
馨

青
森
県
共
同
募
金
会

佐

井

村

分

会

長

長

尾

金

三

郎

平
成
四
年
度
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
」

が
、
十
月
一
日

か
ら
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
高
齢
化
社
会
等
と
相

ま
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
様
々

な
福
祉
需
要
に
対
し
、
公
的
な

社
会
福
祉
施
策
と
と
も
に
、
民

間
の
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
の
時
代
を

迎
え
、
福
祉
事
業
を
活
力
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
そ
の
財

源
確
保
の
一
翼
を
担
う
共
同
募

金
の
果
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

佐
井
村
分
会
で
は
、
毎
年
の

こ
と
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
か

ら
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
援
助

を
賜
わ
り
、
昨
年
度
は
目
標
額

四
一
三
、
一
〇
〇
円
に
対
し
、

六
七
九
、
七
〇
六
円
の
募
金
が

あ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
ま
た
、
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

「
国
民
た
す
け
あ
い
」
、
そ
し

て
「
村
民
た
す
け
あ
い
」
の
意

識
の
も
と
に
、
赤
十
字
奉
仕
団

の
団
員
が
募
金
の
お
願
い
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
は
強
制
的
な
も
の

で
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
み
な
さ

ん
の
任
意
の
寄
付
金
で
す
。
そ

の
点
を
十
分
ご
了
解
い
た
だ
き

ま
し
て
、
善
意
の
浄
財
を
ご
寄

付
く
だ
さ
る
よ
う
、
謹
ん
で
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

多

数

の

出

品

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

四

算

瑟

一
業
フ
ェ
ア

第

（
１０
月
２４
日
・
２５
日
）

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
、
十
月
二
十
四
日
と

二
十
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
「
第
九
回
佐
井

村
産
業
フ
ェ
ア
」
の
行
事
の
一

環
と
し
て
、
平
成
四
年
度
佐
井

村
農
林
水
産
物
共
進
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
村
民
の
み
な

さ
ん
が
苦
労
を
重
ね
て
作
っ
た

農
林
水
産
物
や
、
そ
の
他
収
穫

住
民
票
な
ど
各
種
証
明
の

交
付
申
請
は
郵
便
局
で
Ｏ
Ｋ
／

住
民
票
な
ど
各
種
証
明
の

‐
郵

送

サ

ー
ビ

ス
利

用

を

・
高
齢
の
方
で
、
年
金
は
が
き
証
明
な
ど
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
役
場

に
出
か
け
る
の
が
お
っ
く
う
な
方
。

・
昼
間
は
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
い
の
で
、
そ
の
つ
ど
勤
め
を
休

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
困
っ
て
い
る
方
。

・
役
場
ま
で
時
間
や
交
通
費
が
か
か
っ
て
大
変
な
方
。

・
佐
井
郵
便
局
、
長
後
簡
易
郵
便
局
、
牛
滝
簡
易
郵
便
局
の
窓
口
で

交
付
申
請
で
き
ま
す
。

住民票等郵送サービスのあらまし

１。本人が郵便局窓口で申請

１．郵便局に備え付けの申請書に必要事項を記

入する。

２．申請書、住民票などの発行手数料および切

手を貼った返信用封筒を所定の封筒にいれて

郵便局の窓口または、ポストに差し出す。

住民票などの発行手数料

（切手又は、定額小為替を同封する。）

１．送付された申請書の内容および返信用封筒

のあて先（本人あて）などを確認の上、これ

を受理する。

２．住民票等の写を作成し、精算書を添付して

同封された返信用封筒により郵送する。



さ
れ
た
物
、
ア
イ

デ
ア
の
品
々

を
、
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。

■
出
品
物
受
付
期
日
等

・
平
成
四
年
十
月
二
十
三
日
窗

の
午
前
中
ま
で
。

・
農
林
産
物
は
Ｊ

Ａ
下
北
・
佐

井
（
農
協
）
へ
、
水
産
物
は
漁

協
へ
、
そ
の
他
は
役
場
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
品
要
領
・
規
格

・
出
品
物
に
は
名
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
村
内
に
居
住
す
る

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
出
品
で

き
ま
す
。

・
出
品
規
格
は
別
表
の
と
お
り
。

・
出
品
物
は
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

方
は
、
出
品
時
に
そ
の
旨
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

■
表

彰

・
出
品
物
は
審
査
し
、
優
秀
な

も
の
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を
贈

り
ま
す
。

きのこ採リシーズン到来
遭難事故にご注意を
チェック！

・防寒具、食糧、マッチは持つたかな？
・天気予報の確認は？
・行き先、同行者、帰宅予定
時間を誰かに教えたかな？
・体調はＯＫ ？

出品 規格

証明手数料及び郵便料一覧表

〔注意〕

・印鑑登録手続・印鑑登録証明書（牛滝は除Ｏ 、身分証明書等・郵送サービスできませんので役場窓口で交

付申請してください。



秋

の

清

掃

週

間

十
月
は
「
秋
の
大
掃
除
」
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
台
風
や
強
風

で
、
家
具
の
裹
な
ど
に
ホ
コ
リ

が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
日

差
し
の
弱
ま
ら
な
い
う
ち
に
、

で
き
る
だ
け
大
掃
除
を
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

掃
除
や
整
理
整
頓
は
、
精
神

衛
生
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。

平
素
は
手
の
届
き
に
く
い
押
入

れ
や
物
置
、
流
し
の
下
、
外
回

り
な
ど
を
重
点
に
掃
除
し
ま
し

廃
品
類
は
、
突
風
や
雨
の
こ

と
を
考
え
、
き
ち
ん
と
ヒ
モ
で

結
び
、
ま
と
め
て
ゴ
ミ
の
日
に

あ
わ
せ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
を
燃
や
す
と
き
は
、
そ

ば
に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
と
誰
か

が
っ
い
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
思
わ
ぬ
突
風
で
燃
え
広

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
環
境
美
化
運
動
と
衛
生
事
業

推
進
の
た
め
、
従
来
実
施
し
て

き
ま
し
た
「
秋
の
清
掃
指
導
」

を
拡
大
し
「
秋
の
清
掃
週
間
」

に
変
更
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
個
別
に
配
布

し
て
い
ま
し
た「
清
掃
済
之
証
」

は
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献

血

で

あ

な

た

の

健

康

管

理

を

や
さ
し
い
思
い
や
り
に
育
ま

れ
て
、
貴
い
命
が
救
わ
れ
る
献

血
。
人
間
と
し
て
の
大
切
な
思

い
や
り
の
心
と
や
さ
し
さ
が
、

さ
ら
に
大
き
く
実
を
結
ぶ
こ
と

を
願
っ
て
、
移
動
採
血
車
に
よ

る
秋
の
献
血
を
行
い
ま
す
。

血
液
型
の
判
別
の
ほ
か
に
、

病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
採
血

し
た
血
液
の
一
部
分
で
生
化
学

的
検
査
を
し
て
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
健
康
チ
エ
。
ク
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

採
血
場
所
及
び
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
囗

時

十
月
二
十
二
日
（
杰

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

圃
場

所

役

場

前

午
前
十
時
～

十
二
時

ア
ル
ザ
ス
前

午
後
一
時
～

四
時

行

政

相

談

週

間

１０
月
１１
日
～
１７
日

納
得
が
い
か
な
い
、
お
困
り

に
な
っ
て
い
る
、
要
望
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
こ

ん

な

相

談

を

受

け

つ

け

ま

す

・
役
所
へ
の
手
続
き
を
し
た
い

観 光 な め こ 園 が は じ ま り ま す

一 川 目 な め こ 組 合 一

【日程】 平成４年１０月中旬～１１月上旬

Ｉ場所１ 通称＝「大滝」

※詳しくは、川目なめこ組合（代表）上山

正さんまで問い合せくださいｏ

ａ （３８）４３５４

海

底

診

断

書

数
年
振
り
に
海
草
採
取
に
出

漁
し
、
海
中
の
異
常

さ
に
気
づ

い
た
。
本
来
澄
ん
で
い
る
べ
き

海
底

が
、
一
面

ヘ
ド
ロ
に
覆
わ

れ
、
ホ
ク
を
使
う
た
び
に
濁
り

が
舞
い
上
が
る
。
こ

れ
は

Ｉ
～

二
年
海
底
を
洗
う
大
き
な
時
化

が
無
か
っ
た
証
し
で
も
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
現
状
で
は
、
昆
布

や
魚
貝
類
の
増
殖
は
望
め
な
い
。

な
お
、
海
一
円
に
大
量
の
ウ

ニ
が
目
立
つ
の
も
気
が
か
り
で

あ
る
。
二
～
三
年
前
異
常
発
生

し
た
も
の
で
、
ま
だ
小

さ
く
採

取
で
き
な
い
も
の
が
多

い
。
明

年
後
の
豊
漁
は
予
測
で
き
る
。

た
だ
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、

主
産
物
で
あ
る
昆
布
漁
は
望
め

そ
う
に
な
い
。

処

方

箋

春
シ
ケ
で

。
も
ず
く
”
が
繁

茂
し
、
秋
の
シ
ケ
で
昆
布

が
繁

殖
す

る
理
論
は
、
漁
民
の
常
識

で
も
あ
る
が
、
波
浪
に
よ
る
海

底
の
自
然
浄
化

が
期
待
で
き
な

い
な
ら
、
人
力
に
よ
る
清
掃
が

絶
対
必
要

に
な
る
。

一
昨
年
、
昨
年
と
昆
布
は
皆

無
だ
っ
た
が
、
今
年
は
磯
谷
、

長
後
、
福
浦
、
牛
滝
等
、
漁
港

工
事
を
続
け
て
き
た
港
付
近
に

隕
ら
れ
昆
布
が
見
ら
れ
た
。
工

事
に
よ
り
周
辺
が
か
き
回
さ
れ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
（
チ
ェ
ー
ン

曳
き
し
た
沖
合
い
で
引
き
昆
布

漁
も
あ
る
が
）
海
底
耕
耘
機
の

必
要
性
を
叫
ん
で
、
既
に
十
数

年
に
な
る
が
、
今
春
、
青
森
県

で
も
海
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作
に

乗
り
出
し
た
よ
う
だ
。

こ
の
た
び
「
ほ
く
と
」
船
中

で
、
永
沢
工
業
の
永
沢
良
一
所

長
と
同
席
し
、
海
底
洗
浄
機
が

各
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
試
作
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
拝
聴
し
、
大
い

に
期
待
も
し
、
意
を
強
く
し
た
。

実
用
化
の
早
が
ら
ん
こ
と
を
希

っ
て
い
る
が
、
姑
息
的
で
あ
れ

漁
師
自
ら
海
底
掃
除
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
陸

域
で
は
適
地
適
作
は
常
識
だ
が
、

南
北
約
四
十
キ
ロ
の
海
岸
を
、

昆
布
区
、
ウ
ニ
区
と
区
画
し
有

効
利
用
す
る
計
画
の
樹
立
も
、

近
代
漁
民
の
英
知
で
あ
り
、
実

践
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。三
八
生



が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

・
道
路
や
側
溝
が
破
損
し
た
り
、

交
通
安
全
施
設
が
な
く
て
卮

険
で
あ
る
。

・
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
な
ど
公

害
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。

・
登
記
、
国
土
調
査
、
農
地
な

ど
土
地
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

・
遺
産
相
続
な
ど
裁
判
問
題
で

區

ん
で
い
る
。

・
夫
婦
の
い
ざ
こ
ざ
、
姑
と
嫁

の
不
和
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
。

行

政
相

談
委

員
の

意
見

は

行

政

運

営

の

改

善

に

反

映

さ

れ

ま

す

行
政
相
談
委
員
は
、
申
出
の

あ
っ
た
苦
情
や
要
望
を
受
け
っ

け
、
解
決
の
促
進
を
図
る
と
同

時
に
、
業
務
の
遂
行
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
運

営
上
の
改
善
に
つ
い
て
の
意
見

を
総
務
庁
に
報
告
し
ま
す
。
ま

た
、
特
に
重
要

な
意
見
に
つ
い

て
は
、
総
務
庁
長
官
に
述

べ
る

こ
と

も
で
き
ま
す
。
（
行
政
相

談
員
法
第
四
条
）

こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

総
務
庁
か
ら
各
省
庁
に
通
知
す

る
な
ど
に
よ
り
、
行
政
運
営
の

参
考
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
■
行
政
相
談
委
員

大
石
健
次
郎
萱
⑨
五
四
二
二

醤

摺

靨

麈

」釜

’

■
日

時

平
成
四
年
十
月
十
三
日
天

）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
場

所

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス

ニ
階
会
議
室
酋
⑨
四
五
一
三

奈
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
い
っ
で
も
行
政
相
談

員
ま
た
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま

で
、
電
話
、
手
紙
な
ど
の
方
法

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

む

つ

総

合

病

院

か

ら

駐
車

場

使

用

の

お

願
い

当
病
院
は
、
む
っ
・
下
北
地

域
の
基
幹
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い

病
院
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

昭
和
六
十
三
年
三
月
か
ら
「
む

っ
総
合
病
院
整
備
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
駐
車
場
の

一
部
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
当
院
を
ご
利
用
の
み

な
さ
ん
に
は
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
に
よ
り
ご
来
院
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
工
事
工
程
の
関
係
か

ら
、
一
時
的
に
は
国
道
向
か
い

の
田
名
部
川
沿
い
の
病
院
駐
車

場
だ
け
と
な
る
時
期
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
来
院
の
方
々
の
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

休

診

の

お

し

ら

せ

＝

佐

井

診

療

所

９

・
毎
週
月
曜
日
は
、
先
生
が
研

修
で
出
張
の
た
め
不
在
と
な
り

休
診
と
し
ま
す
。

・
十
月
二
十
二
日
本
か
ら
二
十

四
日
圉
ま
で
、
先
生
が
出
張
の

た
め
不
在
と
な
り
休
診
と
し
ま

す
。

・・・ 予 約 受 付 中 Ｓ１

○県民手帳（平成５年版）

＜内容＞

日記編、資料編、名簿編

一般便覧編等

内容を一新

＜価格＞

一部 ４００円

○県勢グラフ（平成４年版）

＜表面＞

市町村概要、グラフ、

６色刷

＜裏面＞

青森県全図１／２８万

＜価格＞

一部 ３５０円

○申込先

役場企画財政課

Ｓ（３８）－２１１１

已 Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 の

通 信 講 座 で

氣 氤 コ

ＮＨＫ 学 園では 、秋 の生

涯学 習講 座受 講生 を募集 し

てい ます。

・ 生 涯学 習講 座（通信 講座 ）

教養 と趣味 を深 める ため

の書道 、硬 筆、俳句 、短歌 、

囲碁 など７３講 座で す。

申込 み受 付 は１０月３１囗ま

で。

詳 しい 案内 書 をご希望 の

方 は、〒１８６－０１ＮＨ Ｋ学 園

８Ｅ５２係 あて 、ハ ガキ にあ

なた の郵 便番号 、住所 、氏

名 、電話 番号 を記入 の うえ

請 求し て ください。案 内書

は無 料で す。

Ｓ （０４２５）７２－３１５１

就業構造

基本調査に

ご協力を ／

１０月１日現在で、

就業構造基本調査が

実施されます。

この調査は、国や

地方の雇用対策など

に関する行政の基礎

資料を作るためのも

のです。

調査の対象となる

世帯には、調査員が

９月下旬からお伺い

しますので、ご協力

をお願いします。

自 衛 官 募 集 案 内

次の日程で、受験者を募集

してい ます。
■防衛大学校学生

陸、海、空自衛隊の幹部 を

養成し ます。
＜受験資格＞

高校卒業及び高校卒業見込
みの者で、２１歳未満の男子及

び女子。
＜受付期間＞

平成４年１０月１日から
１１月５日まで
■防衛医科大学校学生

陸、海、空自衛隊の医師で
ある幹部を養成し ます。
＜受験資格＞

高校卒業及び高校卒業見込
みの者で、２１歳未満の男子及

び女子。
＜受付期間＞
平成４年１０月１日から

１０月２６日まで
■看 護 学 生

自衛隊の看護業務の中心と

なる婦人自衛官を養成します。
＜受験資格＞

高校卒業及び高校卒業見込

みの者で、２２歳未満の女子。
＜受付期間＞

平成４年１０月１日から
１０月３１日まで

※詳しくは、自衛隊青森地方
連絡部むつ募集事務所までお

問い合せください。
ａ （２２）－７４８４



赦
育
だ
よ
う

平成４年度

佐
井
村
韭
南
茅
部
町
姉
妹
町
村

ス

ポ

ー
ツ

少
年

団

交

流
会

平
成
四
年
度
佐
井
村
・
南
茅

部
町
姉
妹
町
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
交
流
会

が
、
八
月
二
十
二
囗
、

二
十
三
日
に
南
茅
部
町
で
開
催

さ
れ
、
佐
井
村
か
ら
は
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
三
十
五
名
（
団

員
二
十
六
名
、

本
部
、
指
導
者
、

育
成
母
集
団
九

名
）

が
参
加
し

交
流
を
深
め
ま

し
た
。
交
流
会
初
日

は
、
午
後
三
時

か
ら
南
茅
部
町

民
運
動
公
園
野

球
場
で
開
会
式

が
行
わ
れ
た
あ

と
、
南
茅
部
町

長
の
始
球
式
で

交
流
試
合

が
始

ま
り
ま
し
た
。

南
茅
部
町
の
三

つ
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
選
抜

チ
ー
ム
に
対
し
大
健
闘
。
随
所

に
好
プ
レ
ー
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
結
果
は
七
対
八
と
一

点
差
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し

た
好
試
合
で
し
た
。

試
合
終
了
後
、
町
民
保
養
セ

ン
タ
ー
で
試
合
の
汗
を
流
し
、

午
後
六
時
か
ら
磨
光
小
学
校
で

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南

茅
部
町
の
育
成
会
の
み
な
さ
ん

が
作
っ
て
く
れ
た
焼
き
肉
を
食

べ
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

モ
グ
ラ
叩
き
、
ボ
ー
ル
送
り
な

ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
、
最
後
に
参
加
し

た
各
学
校
の
校
歌
を
声
高
ら
か

に
歌
っ
た
後
、
互
い
に
握
手
を

交
わ
し
て
交
流
会
を
終
え
ま
し

た
。翌
日
は
、
朝
か
ら
尾
札
部
漁

港
で
コ
ン
ブ
の
水
揚
げ
を
見
学

し
、
朝
食
後
、
大
沼
公
園
で
最

後
の
夏
休
み
を
楽
し
み
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
で
得
た
貴
重

な
体
験
を
、
今
後
の
生
活
に
十

分
に
役
立
て
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

第
四
十
二
回
「
下
北

美
術

展
」

心
つ
・
下
北
管
内
の
小
学
校
六
十
校
、
中
学
校
二
十
四
校
か
う

絵
画
・
版
画
・
書
道
の
部
口
三
、
四
七

言

作の
⑤
品
が
緇
募
さ
几

高

第
四
十
二
回
下
北
美
術
屐
口
お
い
て
、
佐
井
村
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
児
童
・
生
徙
が
∧
選
・
入
賞
し
ま
し
た
。

入
選
・
∧
賞
者
は
竄
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
十
目
十
日
出
ロ
ア
ル
ザ
ス
ロ
聯

小

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お
さ
そ
い
あ
杓
廿
の
う
え
、
ご
鑑
賞
く

だ
さ
レ
。

Λ
絵
画
の
部
▽

示

学
校
一
年
生

※
佳
作

原
田
小
学
校

池
田

貴
亜
樹

※
入
選

原
田
小
学
校

金
沢

智
克

示

学
校
二
年
生

※
特
選

磯
谷
小
学
校

横
浜

ゆ
か
り

※
準
特
選

福
浦
小
学
校

田
中

一
世

福
浦
小
学
校

田
中

悦
子

佐
井
小
学
校

丹
藤

智
子

※
佳
作

原
田
小
学
校

佐
藤

俊
彦

原
田
小
学
校

佐
藤

真
彦

原
田
小
学
校

金
沢

偉
人

※
入
選

磯
谷
小
学
校

福
田

奈
津
子

牛
滝
小
学
校

｛
呂
部

正
徳

牛
滝
小
学
校

竹
内

学

示

学
校
三
年
生

※
特
選

牛
滝
小
学
校

竹
内

か
お
り

※
準
特
選

牛
滝
小
学
校

竹
内

信
子

原
田
小
学
校

池
田

彩
子

※
佳
作

牛
滝
小
学
校

船
越

幸
子

※
入
選

牛
滝
小
学
校

船
越

一
也

磯
谷
小
学
校

松
本

正
弘

磯
谷
小
学
校

佐
々
木

宏
子

示

学
校
四
年
生

※
準
特
選

牛
滝
小
学
校

大
畑

恭
平

※
佳
作

牛
滝
小
学
校

坂
井

千
雪

※
入
選

原
田
小
学
校

田
中

育
美



「
ば
ら
い
ろ
学
級
」で

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

五
月
二
十
九
日
を
皮
切
り
に
、

こ
れ
ま
で
十
四
回
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
て
き
た
「
ば
ら
い
ろ
学

級
」
が
こ
の
ほ
ど
終
丁
し
、
多

彩
な
学
習
が
で
き
た
こ
と
へ
の

喜

び
と
感

激
を
味

わ

い
な

が

ら
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
お
互

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
ば
ら
い
ろ
学
級
」
で
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
手
芸
、

陶
芸
、
習
字
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
料
理
、
歩
け
歩
け
運
動
、

昔
の
佐
井
村
を
語
る
、
禅
の
道

な
ど
、
人
間
の
持
つ
可
能
性
に

挑
戦
。
と
て
も
自
分
に
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
懸
念
を
見

事
に
吹
き
飛
ば
し
、
が
ん
か
け

公
園
ま
で
の
道
の
り
を
歩
き
終

え
た
自
分
に
驚
き
と
健
康
を
見

つ
け
た
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
陶
芸
な
ど
未
知
の
も
の
へ
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
新
た
な
自

分
を
見
つ
け
た
学
級
と
な
り
ま

し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
で

さ
わ
や
か
な
汗
／
’

こ
の
ほ
ど
、
フ
ォ
ー
レ
ス
ト

パ
ー
ク
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

会
場
に
、
む
つ
市
か
ら
貝
瀬
章

先
生
と
佐
々
木
明
子
先
生
を
講

師
に
迎
え
て
、
初
心
者
向
け
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
さ
わ
や
か
な
テ

ニ
ス
日
和
と
な
り
、
参
加
者
は

ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
、
一

人
一
人
て
い
ね
い
に
指
導
を
受

け
、
試
合
が
で
き
る
ま
で
に
上

達
。
み
な
さ
ん
心
地
良
い
汗
を

流
し
な
が
ら
の
楽
し
い
教
室
と

な
り
ま
し
た
。

平 成 ４ 年 度

あ す な ろ 県 民 大 学

移 動 講 座 佐 井 会 場

主 催 ＝＝県 総 合 社 会

教 育 セ ン タ ー

「感 動 は 人 生 の 表 現 」・
儚●●●●

現 代 を知 的 に生 き る あ な た

へ 、 講 演 会 を 開 催 し ます 。

攤 演 題

「今 を 大 切 に … …

自 分 ら し く生 きる

一゙ 秒 の 重 さ 、」

■ 講 師

日 本 テ レ ビ ア ナ ウ ン サ ー

石 川 牧 子

■ 日 時

平 成 ４年１１月 ６ 日 （金）

午 後 ６時３０分 か ら

■ 場 所

津 軽 海 峡 文 化 館 ア ル ザ ス

し お さ い ホ ー ル

示

学
校
五
年
生

※
特
選

福
浦
小
学
校

田
中

幸
子

※
準
特
選

牛
滝
小
学
校

竹
内

晋
司

牛
滝
小
学
校

船
越

奈
津
子

※
入
選

長
後
小
学
校

滝
本

尚
太

示

学
校
一
年
生

※
特
選

牛
滝
中
学
校

竹
内

紘
子

※
準
特
選

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩
義

※
佳
作

牛
滝
中
学
校

竹
内

浩

（
中
学
校
二
年
生

※
特
選

牛
滝
中
学
校

大
畑

隆
道

※
準
特
選

牛
滝
中
学
校

船
越

貴
幸

※
入
選

佐
井
中
学
校

横
浜

純
子

佐
井
中
学
校

｛
呂
沢

圭

佐
井
中
学
校

大
畑

浩
幸

佐
井
中
学
校

加

滕

修

（
中
学
校
三
年
生

※
特
選

佐
井
中
学
校

小
向

誠

牛
滝
中
学
校

竹
内

公
市

※
準
特
選

佐
井
中
学
校

｛
呂
野

達
也

※
佳
作

佐
井
中
学
校

辻

裕
樹

※
入
選

牛
滝
中
学
校

竹
内

尚
子

佐
井
中
学
校

金
沢

京
子

佐
井
中
学
校

樋
口

博
之

Λ
版
画
の
部
▽

示

学
校
四
年
色

※
佳
作

原
田
小
学
校

東
出

和
喜

※
入
選

原
田
小
学
校

紀
伊

拓
也

原
田
小
学
校

田
中

育
美

示

学
校
五
年
生

※
準
特
選

原
田
小
学
校

池
田

貴
子

※
佳
作

原
田
小
学
校

石
黒

智
幸

※
入
選

原
田
小
学
校

藤
田

良
平

Λ
書
道
の
部
▽

示

学
校
三
年
生

※
入
選

牛
滝
小
学
校

船
越

幸
子

示

学
校
五
年
生

※
入
選

牛
滝
小
学
校

竹
内

由
香
理

牛
滝
小
学
校

中
西

伸
吾

牛
滝
小
学
校

竹
内

晋
司

福
浦
小
学
校

田
中

幸
子

（
中
学
校
三
年
生

※
入
選

福
浦
中
学
校

越
膳

路
雄



保 健 婦 だ よ り

こつ そ しよう しよう
骨 粗 鬆 症

を 防 ご う

＝ 予 防 編 ＝

骨 に も

栄養が必要

圉

骨

に

も

栄

養

が

必

要

前
回
は
、
骨
粗
鬆
症
の
原
因

に
つ
い
て
で
し
た
が
、
長
年
の

生
活
の
中
で
骨
粗
憺
症
は
つ
く

ら
れ
て
い
き
ま
す
。

硬

い
骨

が
毎
日
変
化
し
て
い

る
と
は
気
が
っ
か
な
い
で
し
ょ

う
が
、
骨
に
は
、
骨
を
つ
く
る

細
胞
と
こ
わ
す
細
胞
が
あ
っ
て
、

古
く
な
っ
た
部
分
は
い
っ
た
ん

こ
わ
さ
れ
て
新
し
い
骨
が
で
き

ま
す
。
お
よ
そ
ご
〒

四
ヶ
月
す

る
と
、
ま
っ
た
く
新
し
い
骨
に

か
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
骨
に
も
栄
養

が
必
要
な
の
で
す
。
と
く
に
大

切
な
の
は
、
骨
の
基
礎
を
つ
く

る
タ
ン
パ
ク
質
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
供
給
さ
れ
な
い
と
、
し
っ
か

り
し
た
骨
が
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
い
く
ら
ミ
ネ
ラ
ル
の

多
い
食
品
を
と
っ
た
と
し
て
も

タ
ン
パ
ク
質
が
た
り
な
い
と
骨

に
吸
着
し
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ

て
、
タ
ン
パ
ク
質
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
よ
い
か
と
い
う
と
、

多
す
ぎ
る
と
逆
に
骨
の
カ
ル
シ

ウ
ム
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
で
は
一
日
の
タ
ン
パ
ク

質
の
必
要
所
要
量
は
体
重
一
頤

あ
た
り

Ｉ
ｑ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

肉
類
で
す
と

１
０
０
９
食
べ
る

と
、
そ
の
五
分
の
一
の
二
〇
ｑ

が
タ
ン
パ
ク
質
と
判
断
し
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
に
穀

類
か
ら
の
タ
ン
パ
ク
質
も
あ
り

ま
す
。
も
し
、
一
日
体
重
あ
た

り
二

９
の
タ
ン
パ
ク
質
を
と
っ

た
と
す
る
と
、
骨
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
血
液
の
中
に
で
て
し
ま
い

ま
す
。
た
り
な
く
て
も
多
す
ぎ

て
も
健
康
に
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ほ
ど
ほ
ど
が
大
切
な
の
で

す
。

圜

百

六
〇
〇
石

多

詒

カ

ル

シ

ウ

ム

ガ

骨

粗

鬆

症

を

防

ぐ

日
本
で
は
、
私
た
ち

が
一
日

に
摂
取
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
は
六
〇
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
食
物
か
ら
摂
取

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
カ

ル
シ
ウ
ム
は
牛
乳
な
ど
の
乳
製

品
、
小
魚
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

の
緑
黄
色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
な
か
で
も
牛
乳
か
ら

の
吸
収
が
一
番
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
牛
乳
一
本
二
〇
〇
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
の
量
二
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
の
う
ち
、
五
〇
％
以
上

が
体

内
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

小
魚
、
緑
黄
色
野
菜
で
は
二
〇

上

二
〇
％
程
度
吸
収
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ

ム
摂
取
量
は
五
四
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

あ
と
牛
乳
一
本
を
目
安
に
毎
日

飲
む
よ
う
に
す
れ
ば
、
必
要
摂

取
量
に
た
り
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
、
男
性
よ
り

も
骨
粗
鬆
症
に
な
り
や
す
い
女

性
の
場
合
は
二
本
を
目
安
に
し

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
高
齢

化
す
る
に
つ
れ
て
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
度
合
い
が
落
ち
て
き
ま

す
の
で
、
高
齢
者
は
、
で
き
れ

ば
一
日
に
コ

○
○
○
ミ
リ
グ

ラ
ム
程
度
は
取
る
よ
う
に
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。（
表
土

そ
れ
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

た
く
さ
ん
取
っ
て
い
れ
ば
「
骨

表１ 日本人のカルシウム摂取量

１
日
村ぐ

７
日
水

健
康
相
談
日

１２
日
囲

受
付
時
間

２０
日
天

午
前
９
時
～
１２
時

２７
日
火ぐ

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

１０
日
出

健
康
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

時
間

午
前
９
時
～
午
後
３

時

場
所

ア
ル

ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル

１３
日
㈹

基
本
健
康
診
査
の
結

果
報
告
及

び
事
後
指

導

対
象

８
月
２８
日
の
健
診
を



粗
仁
症
を
防
げ
る
か
」
と
い
う

と
、
そ
う
い
う
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
骨
は
体
の
一
部
で
す

か
ら
全
体
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
や
は
り
犬
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
よ
く
す
る
た
め
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
も
有
効
で
す
し
、
骨

の
強
さ
を
保
つ
た
め
に
大
切
な

筋
肉
を
強
化
す
る
タ
ン
パ
ク
質

も
き
ち
ん
と
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
リ
ン
や
食
塩

に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
取
り
過

ぎ
る
と
せ
っ
か
く
取
っ
た
カ
ル

シ
ウ
ム
を
体
の
外
に
出
し
て
し

ま
う
の
で
、
気
を
付
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
（
表
２
）

固

適

度

な

運

動

で

霑

鬆
症
な

雪

盲

ま
た
、
骨
を
強
く
す
る
に
は

骨
の
周
り
の
筋
肉
を
強
く
し
、

骨
に
重
力
を
与
え
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
そ
れ
に
は
運
動
す
る

こ
と
が
一
番
。
と
い
っ
て
も
、

運
動
選
手
並
み
に
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た

運
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
と
え
ば
一
日
に
八
、
〇

○
○
歩
を
目
標
に
し
て
ズ
タ
ズ

タ
早
足
で
歩
く
の
は
、
誰
に
も

手
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
早

足
で
歩
く
と
、
体
全
体
の
筋
肉

の
七
〇
％
が
活
動
す
る
だ
け
で

な
く
、
外
を
歩
く
こ
と
は
日
光

を
浴
び
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
体

内
で
合
成
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
掘

さ
れ
る
古
代
日
本
人
の
骨
は
、

短
い
け
れ
ど
太
く
て
、
筋
肉
が

っ
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
強
く
盛

り
あ
か
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
筋
肉
を
使
え
ば
、
そ
の
刺

激
で
骨
が
頑
丈
に
な
る
良
い
証

拠
で
す
。

運
動
し
て
筋
肉
を
動
か
す
こ

と
は
骨
に
良
い
こ
と
で
す
が
、

健
康
の
た
め
と
い
う
目
的
や
、

会
社
な
ど
か
ら
の
体
力
づ
く
り

の
命
令
な
ど
と
い
う
義
務
感
を

忘
れ
て
、
単
純
に
楽
し
む
だ
け

の
運
動
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

義
務
感
が
あ
る
と
、
途
中
で
い

や
に
な
っ
て
脱
落
し
や
す
い
も

の
で
す
。
の
ん
び
り
と
、
自
分

の
好
き
な
運
動
を
気
ま
ま
に
や

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

圓

北

の

人

は

注

意

が

必

要

と
こ
ろ
で
、
地
域
的
な
「
骨

粗
但
症
」
の
分
布
を
見
る
と
、

世
界
的
に
も
、
日
本
だ
け
を
見

て
も
北
の
方
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

日
照
時
間
が
少
な
い
た
め
、
日

光
に
よ
っ
て
皮
膚
で
合
成
さ
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成
が
少
な

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
骨
粗
髱
症
」
は
完
治
す
る

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
進
行
を
食
い
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
薬
に
よ
る
治
療

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
ま
ず
食
事
を
中
心
と
し
た

生
活
習
慣
の
改
善
で
骨
を
強
く

す
る
こ
と
が
大
切
と
い
え
ま
し

栄
養
と
運
動
に
よ
る
刺
激
が

骨
粗
鬆
症
を
軽
く
し
て
く
れ
る

最
良
の
方
法
で
す
。
こ
ま
め
に

体
を
動
か
す
こ
と
を
習
慣
づ
け

て
、
骨
の
健
康
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

表２ カルシウムを多く含む食品（１００ｇ中）

受
け
た
人

場
所

ア
ル
ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル

時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

２７
日

㈹

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

場
所

ア
ル

ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル

２９
日
困

福
浦
地
区
看
護
教
室

場
所

福
浦
生
活
改
善
セ
ン

時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

３０
日
嵐

乳
児
相
談
・
離
乳
食

実
習

時
間

午
後
１２
時
３０
分
受
付

場
所

振
興
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象

平
成
４
年
２
月
～
６

月
生



国
保
の
し

お
り

国 保 と 交 通 事 故

（第三者の行為による傷病）

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場

合
で
も
、
国
保
で
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

す

み

や

か

に

国

保

へ

届

出

を

国
保
で
治
療
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
必
ず
国
保
の
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

医

療

費

は

加

害

者

の

負

担

交
通
事
故
の
よ
う
に
第
三
者

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た

場
合
、
原
則
と
し
て
医
療
費
は

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
。
国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受

け
た
と
き
は
、
国
保
が
一
時
立

替
え
、
あ
と
で
加
害
者
か
ら
返

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

国
保
が
使
え
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
国
保
へ

は
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

担
当

住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

酋

三

凸

二
一
一
一

医 療 費 の状 況

〔６月診療分〕

国保（若人分） 加入者数１，６６０人

退職者医療 加人者数 ６１人

老人医療 対象者数 ４７８人

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
行
で
、
仕
事
匸
励
ん
で
お
う
机
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

匸
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
鰮
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事

故

見

舞

金

制

度

で

大

き

な

安

心

事
故
見
舞
金
制
度
と
は
、
出
稼
労
働
者
及
び
留
守
家
族
の
し
あ
わ

せ
の
た
め
に
、
県
と
市
町
村
が
っ
く
っ
た
出
稼
協
会
で
行
う
互
助
制

度
で
す
。

出
稼
ぎ
し
て
い
る
方
や
、
こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
し
た
方
は
、
出
稼
中
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
に
あ
っ
て
も
見
舞

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

掛
金
は
、
村
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
無
届
で
就
労
さ
れ
て
い
る
方

や
、
こ
れ
か
ら
出
稼
ぎ
す
る
方
は
、
就
労
先
を
役
場
の
住
民
福
祉
課

住
民
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲
見
舞
金
早
見

表

▼



体
力
づ
く
り
強
調
月
間

レ
ッ
ッ
エ
ン
ジ
ョ
ｆ
ウ
ォ

ー
キ
ン

グ

あ
な
た
は
、
自
分
万
一
日
口
何
歩
歩
し
て
い
る
か
ご
存
じ
で
寸

力
？
ほ
と
ん
ど
四
人
は
、
「
測
っ
て
歩
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

し
、
分
か
こ
な
い
」
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
八
七
そ
の
は
ず
。

歩
く
と
○
⊇

」
と
は
生
活
の
一
部
で
可
力
≒

特
別
な
理
由
刀
な

い
限
り
二

思
識
し
て
ホ
レ
て
い
る
と
い
う
人
①
崕
っ
が
め
ず
已
し

い
と
○
凡
衣
可
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
匸
①
「
歩
く
」
と
し
つ
こ
と
が
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
八
口
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
ブ
」
と

し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
で
す
。

十
月
は
体
力
ご
く
り
強
調
月
問
。
あ
な
た
七
歩
く
こ
と
を
見
つ

必
直
し
、
七
っ
と
梹
檣
的
口
生
活
の
中
口
取
り
∧
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
さ
あ
レ
ッ
ツ
エ
レ
ゾ
ヨ
イ
ウ
才
丿
午
レ
ブ
。

瘴

な
く
怒

偏

代
入

現
代
人
は
歩
か
な
く
な
っ
た

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
実
際

に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主

婦
、
小
学
生
で
み
た
一
日
の
歩

行
量
を
調
べ
た
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
（
表
参
照
）
運
動
不
足

を
解
消
し
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
一
日
一
万
歩
は
必

要
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
表
を
見
て
も
お

分
か
り
の
と
お
り
、
一
万
歩
を

超
え
て

い
る
の
は
、
ゴ
ル
フ
や

（

イ
キ
ン
グ
な
ど
の
特
別
な
イ

ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
日
と
、
外
で

遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
。

大
人
に
限
っ
て
い
え
ば
、
普
通

の
生
活
を
し
て
い
る
だ
け
で
は

歩
行
量
が
不
足
し
て
い
る
の
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
し
て
も

家
の
中
で
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
一

万
歩
に
は
程
遠
い
で
し
ょ
う
。

成
人
病
は

濔

動
歪

捫

運
動
不
足
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

成
人
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
で
は
、
①
高
血
圧
症
②
高

脂
血
症
（
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

∇
・‐
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
く
な

邑

③
心
臓
病
（
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

器

官

‐

乖

迴

宕

と
こ
ろ
で
、
「
健
康
維
持
の

た
め
に
も
運
動
は
欠
か
せ
な
い
」

「
さ
あ
運
動
し
よ
う
」
と
な
っ

た
と
き
、
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

運
動
不
足
を
解
消
す
る
に
は
息

の
切
れ
る
よ
う
な
運
動
で
な
け

れ
ば
効
果
が
な
い
と
錯
覚
し
て

し
ま
つゝ
こ
と
で
す
。

運
動
不
足
と
い
っ
て
も
運
動

の
強
さ
が
不
足
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
の
量

が
不
足
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
軽
い
運
動
で
長
く

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
走
っ
た
だ
け
で
へ
た
ば

っ
て
し
ま
う
人
で
も
、
歩
く
の

な
ら
、
二

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
よ

く
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
る
の
と

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
く
の
で
は
、

子
不
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
違
う

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ

は
大
き
な
間
違
い
。
歩
い
て
も

走
っ
て
も
距
離
が
同
じ
な
ら
、

消
費
さ
れ
る
子
不
ル
ギ
ー
は
同

じ
な
の
で
す
。

ハ
ウ

ツ
ウ

Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｔ
Ｏ

ウ
″
－

ク

歩
く
の
に
ル
ー
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
気
楽
さ
が

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
良
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
の
で
す
。
む
ず
か
し

く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
、
歩
け
る
距
離
だ
け
歩
け

ば
い
い
で
し
ょ
う
し
、
歩
き
た

い
と
き
、
歩
け
る
と
き
に
歩
け

ば
い
い
の
で
す
か
ら
。

ま
た
、
歩
く
速
度
も
自
由
で

す
。
散
歩
す
る
と
き
の
ゆ
っ
く

り
し
た
歩
行
か
ら
、
ク
ン
ダ
ン

歩
く
速
度
ま
で
、
そ
の
と
き
の

体
調
や
気
分
に
合
っ
た
速
度
で

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

食
事
の
す
ぐ
あ
と
の
運
動
は
あ

ま
り
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
い
散
歩
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ら
と
も
か
く
、
速
め
に
歩

く
の
で
あ
れ
ば
、
食
後
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

現代人の歩行量（｜日の歩数）



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

１旨 偬

……
３
，
２６３１

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
亘
局

齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
九
月
十
一
囗
か
ら
二
十

日
ま
で
の
十
日
間
、
高
齢
者
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
内
容

は
、
歩
行
中
及
び
自
転
車
に
乗

車
中
の
死
亡
事
故
が
、
依
然
と

し
て
七
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
匸

咼
齢
運
転
者
の
増
加
を

反
映
し
、
自
動
車
運
転
中
の
死

亡
事
故
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
北
通

り
地
区
で
お
年
寄
り
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
人
生

経
験
豊
富
な
お
年
寄
り
を
、
少

し
で
も
交
通
事
故
に
遭
わ
せ
た

く
な
い
Ｉ

と
い
う
願
い
か
ら
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
る
九
月
十
一
日
の
早
朝
、
交

通
安
全
母
の
会
で
は
、
佐
井
駐

在
所
の
附
田
部
長
と
一
緒
に
、

診
療
所
前
で
診
察
を
待
っ
て
い

る
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
、

事
故
防
止
の
チ
ラ
シ
と
テ
イ
。

シ
ュ
を
配
っ
て
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

交通標識豆知識（その５）

今回は、珍しい標識を見
つけてみました。

①と②が何の標識か分か
りますか。①は重量制限、
②は最低速度です。①につ
いては、福浦に新しくでき
た橋にあります。②につい
ては、県内でなかなか見受
けられませんが、高速自動
車道だと見られるかもしれ
ません。
ところで、標識について
意味が良くわからない物が
多いと思います。もし、知
りたい標識などがありまし
たら、役場総務課交通安全
の係まで。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月からＯ
高齢者交通安全旬間
運動の重点
１ 高齢者の交通安全に関する県民の
意識の醸成
２ 高齢者自身の交通安全意識の向上

○ 秋の全国交通安全運動
運動の重点
１ 飲酒運転の追放
２ 高齢者の交通事故防止
３ シートベルトの正しい着用の徹底
４ 違法駐車の締め出し

シートベルト しめる心が 身を守る



ま
た
、
他
の
地
区
で
も
、
敬

老
会
な
ど
の
際
に
、
集
ま
っ
た

方
々
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
匸
父

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
囗
三
、五
〇
〇
日
を
目
指
し
て

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
実
施
さ
れ
た
「
秋
の
交
通

安
令
運
動
」
の
期
間
中
、
児
童

生
徒
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

通
学
路
を
中
心
に
街
頭
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ

い
号
で
も
交
通
安
全
の
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
、
五

〇
〇
日
の
目
標
に
向
け
、
こ
れ

か
ら
も
村
民
一
丸
と
な
っ
て
、

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

シートベルト

車社会の

身だしなみ

シートベルトの正しい着用方法

○子供には幼児用安全シートを。

一
一
識

″
旅
す
乙

あ
な
九
四

パ
ー
Ｅ’」ｆ
Ｉ

９２

全

国

道

路

標

識

週

間

。

十

月

一
日

～

七

日

道路標識についての苦情要望などを、県庁道路維持課

（Ｏ０１７７（２２）１１１１内線４２７３）へお寄せください。連絡

用のハガキは各警察署、土木事務所、市町村の窓口にも

あります。

定期点検整備促進運動

９月１日～１０月３１日

自動車は、私たちの生活に
非常に大きな係わりを持ち、
今や必要不可欠な存在となっ
ています。その反面、交通事
故の増加や、自動車公害と
いった、さまざまな社会問題
も起きています。
運輸省では、関係省庁、自
動車関係団体の協力のもと
に、自動車の安全確保、公害
防止のため、毎年「定期点検
整備促進運動」を行っていま
す。
定期点検整備にっいての問
い合せは、陸運支局、自動車
検査登録事務所にお尋ねくだ
さい。
・青森陸運支局

≪０１７７⑩１５０４
・八戸自動車検査登録事務所

≪０１７８＠３１６１



税務だより 税の相談は
お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

社会公共の敵
大
部
分
の
納
税
者
は
、
適
正

な
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
、
不
正
な
手

段
で
税
を
免
れ
よ
う
と
す
る
不

心
得
な
者
も
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
に
悪
質
な
納

税
者
に
対
し
て
は
、
刑
事
罰
を

も
科
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
査

察
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

脱
税
者
が
い
か
に
巧
妙
に
脱

税
を
企
て
て
も
、
国
税
査
察
官

の
ち
密
な
調
査
に
よ
り
、
そ
の

脱
税
は
見
破
ら
れ
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

１ １
月
２
日 は

村 県民税（３ 期）、固定資産

税（３期）の納期限 です
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝

マイホームを

取得したときの税
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と

き
に
は
、
通
常
、
登
録
免
許
税

や
不
動
産
取
得
税
が
か
か
り
ま

す
が
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
税
額
が

軽
減
さ
れ
る
特
例
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど

を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新

築
し
た
り
増
改
築
等
し
て
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
入
居
し
た
年
か
ら
六
年
間
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
と
し
て

各
年
最
高
二
十
五
万
円
（
平
成

三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
入
居

の
場
合
は
二
十
万
円
）
を
所
得

税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
加
入
す
る

国

民

年

金

は
？

一

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

圉第１号被保険者

（自営業の方）

農
林
漁
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
と
そ

の
家
族
の
方
で
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

は
、
第
一
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

② 第 ２ 号 被 保 険 者

（サラリーマンやＯＬの方）
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
第
二
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
の
方

は
、
勤
務
先
の
会
社
や
役
所
で

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

す
る
と
、
自
動
的
に
国
民
年
金

に
も
加
人
し
た
こ
と
に
な
り
、

二
重
加
入
と
な
り
ま
す
。

［３］第 ３ 号 被 保 険 者

（サラリーマンの奥さん）

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ

ん
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
方
は
、
第
三
号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

※
「
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
」

と
は
、

ご
主
人
の
健
康
保
険
証

の
被
扶
養
者
欄
に
名
前

が
書
か

れ
て
い
る
奥
さ
ん
で
す
。
奥

さ

ん
が
自
営
業
等
で
収
入

が
多

い



場
合
は
第

言
万
、
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
れ
ば
第
二
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

ｊ

希
望

す
れ

ば

加
入

で

き

る
人

①
六
十
歳
未
満
の
方
で
、
厚
生

年
金

や
共
済
組
合
か
ら
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

る
方

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
方

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て

い
な
い
方

③
海
外
に
お
住
ま
い
の
日
本
人

三

十
歳
以
上
六
十
五

歳
未

満
）

往

）
昼
間
部
の
学
生
は
、
平

成
三
年
四
月
か
ら
当
然
加
入
に

な
り
ま
し
た
。

あ

な

た

だ

け

仲

間

は

ず

れ

に

な

ら

な

い

よ

う

に

１
・

＝
国
民
年
金
の
未
加
入
者
は
い
ま
せ
ん
ね
＝

一
千

歳
以
上
六
十
歳
未
満
①
万
万
国
民
年
金
口
米
加
入
①
方
京

寸
み
や
力
口
加
入
①
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
あ
、
サ
ラ
り

Ｉ
マ
レ
ヤ
○
し

①
方
京
厚
生
年
金
や
ご（
済
組
合
口
加
入
す
れ
ば
自

動
的
回
国
民
年
金
言
七
加
∧
し
才
可
の
Ｔ
八

新
た
な
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合
口
は
、
国
民
年
金
①
加

入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

国民年金の納付組織に

加入しましょう

サラリーマンの厚生年金保
険料や公務員の共済組合掛金
は、給与から天引きされるの
で安心ですが、自営業者など
の国民年金保険料は自主納付
のため、ともすれば納め忘れ
も考えられます。
そこで、納め忘れを防ぎ一
人一人が納めに行く手間を省
くために、地域の人達が結集
したのが「国民年金保険料納
付組織」です。
この納付組織は、○○納税
貯蓄組合やＯＯ婦人部などの
名称で、係の人が個々の事情
に合わせて集金してくれるな
ど、何かと便利です。あなた
も国民年金の納付組織に加入
して、保険料を完納しましょ
う。

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
サ

ン
マ
は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す
。

サ
ン
マ
は
、
秋
刀
魚
と
書
き
ま
す
。

体
長
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
、
背
の
部

分
が
青
黒
色
で
腹
の
ほ
う
は
白
銀

色
、
細
長
く
背
び
れ
が
後
ろ
の
ほ

う
に
つ
い
て
い
て
、
刀
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う

い
う
字
を
書
く
の
で
し
ょ
う
。

サ
ン
マ
の
呼
び
名
は
、
地

方
に
よ
っ
て
実
に
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
サ
イ
ラ
、
サ
エ
ラ
、

サ
イ
レ
、
サ
イ
レ
ン
ボ
ウ
、

サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
、

最
初
に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で

す
が
、
バ
ン
ジ
ョ
ウ
、
カ
ド
な
ど

と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
呼
び
名

が
あ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
サ
ン
マ

が
古
く
か
ら
各
地
で
親
し
ま
れ
、

食
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

サ
ン
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た

め
に
千
島
列
島
付
近
か
ら
南
下
を

始
め
、
東
北
、
関
東
の
沖
を
通
過

す
る
こ
の
時
期
に
、
漁
が
盛
ん
に

な
る
か
ら
で
す
。
捕
れ
た
サ
ン
マ

の
二
〇
％
は
生
で
利
用
さ
れ
、
六

〇
％
は
冷
凍
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

は
缶
詰
な
ど
に
な
り
ま
す
。
冷
凍

物
は
マ
ク
ロ
漁
な
ど
の
エ
サ
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
サ
ン

マ
の
お
か
げ
で
マ
ク
ロ
の
刺
し
身

や
、
す
し
を
食

べ
て
い
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
ね
。

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と
魚

に
親
し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

十
月
は
、「
食
生
活
改
善
普

及
運
動
月
間
」
で
す
。
成
人

病
の
予
防
に
は
、
日

ご
ろ
の

食
生
活
の
管
理
が
大
切
で
す
。

特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
、

食
塩
や
脂
肪
摂
取
量
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。



一
食
パ
ン
の
よ
手
な
切
り
方
・

包
丁
を
遠
火
や
熱
湯
で
温
め
る

「
食
パ
ン
は
、

パ
ン
屋
さ
ん

か
ス
ー
パ
ー
で
ス
ラ
イ
ス
パ
ン

を
買
う
。」

と

い
う
家
庭
が
、

最
近
は
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
焼
き
た
て
の

フ
ワ
フ
ワ
し
た
柔
ら
か
い
食
パ

ン
を
丸
ご
と
買
っ
て
き
て
、
食

べ
る
た
び
に
切
る
の
も
、
風
味

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
焼
き
た
て
の
柔

ら
か
い
食
パ
ン
は
包
丁
が
ス
ム

ー
ズ
に
通
ら
ず
、
き
れ
い
に
切

る
の
が
意
外
に
む
ず
か
し
い
も

の
で
す
。
無
理
に
切
ろ
う
と
す

る
と
食
パ
ン
の
形
が
崩
れ
、
ペ

チ
ャ
ン
コ
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い

見
た
目
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

柔
ら
か
い
食

パ
ン
を
き
れ
い

に
切
る
コ
ツ
は
、
包
丁
を
温
め

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ガ
ス

ヲ

ノ
ロ
な
ど
で
、
包
丁

を
火
に

あ
ぶ
っ
て
温
め
ま
す
。
あ
ま
り

火
に
近
づ
け
る
と
包
丁
の
刃
を

傷
め
る
の
で
、
遠
火
で
温
め
て

く
だ
さ
い
。
包
丁

に
熱
湯
を
か

け
て
温
め
る
の
も
い
い
で
し
よ

温
め
た
包
丁

を
食
パ
ン
に
当

て
、
前
後
に
こ
ま
め
に
動
か
し

な
が
ら
切

る
と
、
パ
ン
屋

さ
ん

に

あ
る
ス
ラ
イ
サ
ー
顔
負
け
の

切
れ
味
を
発
揮
し
ま
す
。
何
枚

も
切
る
と
き
は
、
何
度
も
包
丁

を
温
め
な
が
ら
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
う
す
れ
ば
、
食

パ
ン
は

最
後
ま
で
き
れ
い
に
切
れ
ま
す
。

食

べ
残
し
た
焼
き
た
て
の
食

パ
ン
は
、
ポ
リ
袋
か
ラ
ッ
プ
フ

ィ
ル

ム
で
密
封
し
た
あ
と
、
冷

凍
庫
に
入
れ
保
存
し
ま
す
。
食

べ
る
と
き
に
解
凍
す
れ
ば
、
焼

き
た
て
同
様
の
風
味
で
、
お
い

し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。

山
型
の
食
パ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

四
角

い
食

パ
ン
に
も
上
下

が
あ

り
ま
す
。
上
の
ほ
う
よ
り
下
の

ほ
う
が
、
固
く
て
し
っ
か
り
し

て
い
ま
す
。
焼
き
た
て
で
な
い

食
パ
ン
を
切
る
と
き
は
、
こ
の

特
性
を
生
か
し
、
下
に
な
る
固

い
一
辺
を
手
前
に
し
て
、
そ
の

角
か
ら
包
丁
を
入
れ
ま
す
。
こ

う
す
れ
ば
包
丁
の
刃
が
入
り
や

す
い
し
、
食
パ
ン
の
固
い
部
分

が
支
え
に
な
っ
て
、
つ
ぶ
れ
ず

ス
ム
し
ス
に
切
れ
ま
す
。

親 子 で 自 然 の 家 へ

「ファミリーで秋をさがそう」の

参 加 者 を 募 集

山ブドウやドングリなどの木の実と

り・キノコ狩り、そして、野遊びなど。

あなたが子どもの頃に秋の野山で体験

したことをお子さんに伝えませんか。

知っているつ もりで意外と知らない

身近な自然について、植物や動物・野

鳥の専門家のみなさんが語ってくれま

す。

秋の野山を親子でハイキングしなが

ら下北の秋を満喫しましょう。

とき １０月１７日出～１８日（日）

場所 下北少年自然の家

対象 小学校３年生～中学生 と保護者

５０家族（弟妹の参加もできます。）

締切 １０月１２日（月）

問い合せ 県立下北少年自然の家

Ｂ （３４）５８５８

満１歳になります

福 田 沙 織ち４
（猛美・千秋）
磯 谷

戸籍の窓口

９月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

嶋 一 樹（博幸）長 後

和 田 駿 太（ 寛 ）大佐井

○ お く や み 申 し 上 げ

ま す

本 部 ツ エ（久夫）原 田

大 堀 ちた子（忠利）古佐井

田 中 ユキ子（恵一）矢 越

個人のプライバシーを尊重

する意味で、載せてほしくな

い人は、届け出の際に係まで

申し出てください。

８月３１日現在人口（前月比）

男 １，８０５（－８）

女 １，８４２（一巳）

計 ３，６４７（一個）

世帯数 １，個Ｏ（－１）
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